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報告内容

① DLAの実施

② DLAの結果のアウトプット

③ DLAの課題と今後の展開
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DLA概要

【対象】
日常会話はできるが、教科学習に困難を感じている児童生徒

【目的】
子どものALP（教科学習言語能力）を把握し、どのような学習支援が
必要か、教科学習支援のあり方を検討する

【特徴】
一対一で向き合う「対話」を基本とし、一番早く伸びる会話力を使って、
紙筆テストでは現れない子どもたちの潜在的な力を引き出す

出典：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm
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DLAの実施

9月 11月 3月

実施方法 目的

１回目 DLA 対面 支援開始時における実態を把握する

２回目 DLA オンライン 支援途中の学びやつまづきを把握する

３回目 DLA
対面

オンライン
将来の見通し等を検討する（次年度以降の予定）

生徒Fの場合 DLA【話す】 DLA【話す】 DLA【話す】【書く】

・目的に沿って複数回実施。
・対面およびオンラインにより実施。

写真
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結果のアウトプットの流れ

１．結果の分析

２．個別の支援計画

３．関係者との共有
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１．結果の分析

・診断シート

・質的評価シート

・JSL評価参照枠

出典：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm

＜診断シート＞ ＜質的評価シート＞
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＜話す＞ JSL評価参照枠 出典：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm
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生徒の回答例：語彙力チェック

間違えたもの

Bさん
(ステージ5) 唇、（牛の）角、枝、引き出し、消防士、翼

Dさん
（ステージ3）

まつげ、唇、（牛の）角、（ねこの）ひげ、枝、屋根、引き出し、

黒板消し、地図、運転手、医者、消防士、翼、着る

Fさん
（ステージ2）

まつげ、唇、親指、爪、（牛の）角、（犬の）しっぽ、馬、ねずみ、

（ねこの）ひげ、木、葉、枝、扇風機、電話、屋根、階段、引き出し、

黒板、黒板消し、運転手、医者、消防士、翼、泳いでいる、歯を

磨いている、着る、怒る、短い、細い、軽い、背が高い
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カード（3）日課

③いつも何時ごろ寝ますか。

④家に帰ってから、いつもどんなことをしますか。

寝るまでのことを話してください。

生徒の回答例：基礎タスク

Bさん
（ステージ5）

③ いつも10時ぐらいに寝ます。
④ ごはんを食べたり、宿題をしたり、スマホをしたり、11時ぐらいに寝ます。

Dさん
（ステージ3）

③ 10時寝ます。
④ ごはん食べます。10時寝ます。

Fさん
（ステージ2）

③ 10時寝るです。
④ わかりませんです。

【ねらい】
③動詞の現在形を使って（習慣）が言えるか。
④「～て」を使って、動作を時系列でつなげるこ
とができるか。
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カード（6）友だちを誘う

今日、学校が終わったら、○○さんと遊びたいです。

○○さんを誘ってください。下駄箱のところで会い

ました。

生徒の回答例：対話タスク

Bさん
（ステージ5） 今日遊ぼう。4時に公園でドッチボールしよう。

Dさん
（ステージ3）

さそ・・・って何ですか。

Fさん
（ステージ2）

わかりませんです。

【ねらい】
子どもが自ら話を切り出し、誘い、時間、場所
などを決めて、会話をしめくくる力を見る。
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カード（11）地球問題
①地球が泣いています。
どうして泣いていると思いますか。

②どうすればいいと思いますか。
③温暖化について学校で習いましたか。
温暖化がどうして起こるか説明してください。

生徒の回答例：認知タスク

Bさん
（ステージ5）

① 地球温暖化で泣いています。
② 電気自動車を使って二酸化炭素が増えないようにする。森林を切らないようにする。
③習いましたが、説明できません。

Dさん
（ステージ3）

わかりません。

Fさん
（ステージ2）

わかりませんです。

【ねらい】
要因、仕組みについて教科の用語を使って
説明できるかを見る。
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２．個別の支援計画

DLAの結果に基づいて作成

画像左：DLAの結果票、画像右：個別の支援計画 12



３．関係者との共有

・生徒１人１人の実態把握

・支援の方向性の確認

写真左：学校を訪問してのDLA結果報告会の様子

写真右：オンラインでのDLA報告会の様子

写真

写真
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学校関係者の声

分析結果が子どもの実態を表している。

ふだんコミュニケーションがとれているため、気がつかなかった点、

子どもたちが困っているところが分かった。

日本語能力を的確に見とることができている。

これまで感覚で捉えていたことが客観的に数値で出ている。

個別の支援計画に結果が生かされている。
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DLAの課題と今後の展開

・実施および結果のアウトプットまで多くの時間を要する。

【今後の展開】

・DLAの実施および結果のアウトプットまでができる人材育成。

・オンラインでの実施により、遠隔地への支援の可能性。

・多方面をつなぎながら、実証研究を重ねていく。

学校教員

保護者

日本語
コーディネーター

日本語
サポーター

・DLAを正確に実施する。
・結果を正確に分析する。
・具体的な支援の形に置き換える。
・関係者と共有し、説明する。
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